
このたび、第６４回全国へき地教育研究大会熊本大会、第６１回九州地区へき地・小規模校教育研究大会熊本大
会を歴史と伝統が息づき、豊かな自然に恵まれた熊本県で開催することになりました。

本大会は、「発信! 火の国熊本から 新時代の教育を!!」を大会スローガンに掲げ、全国へき地教育研究連盟第８
次長期５か年研究推進計画の２年次にあたる研究大会として、熊本県のへき地・小規模校教育の実践を公開し、全
国各地の先生方と研究や交流を深めることで、へき地・小規模・複式学級を有する学校教育の一層の充実と発展を
図るものです。１日目の全体会・分散会は熊本市で、２日目の分科会は県下１２会場で開催いたします。多くの皆様
のご参加を心よりお待ちしております。

平成２７年６月 第６４回全国へき地教育研究大会熊本大会実行委員会
実行委員長 谷田 敬一郎（八代市立鏡西部小学校長）

【大会スローガン】

【開催期日】 平成２７年１０月１５日（木）～１０月１６日（金）

【会 場】
１日目 全体会 市民会館崇城大学ホール（熊本市民会館）

（〒860-0805 熊本市中央区桜町１－３ TEL 096-355-5235）

分散会 熊本市役所
（〒860-8601 熊本市中央区手取本町１－１ TEL 096-328-2111）

市民会館崇城大学ホール（熊本市民会館）
（〒860-0805 熊本市中央区桜町１－３ TEL 096-355-5235）

国際交流会館
（〒860-0806 熊本市中央区花畑町４－８ TEL 096-359-2020）

桜の馬場 城彩苑
（〒860-0008 熊本市中央区二の丸１－１ TEL 096-288-5600）

２日目 分科会 熊本県内３市３町３村（１２会場）

第６４回全国へき地教育研究大会熊本大会実行委員会事務局
〒869-5174 熊本県八代市二見下大野町２２５８番地１

八代市立二見小学校 校長 内田 正紀
ＴＥＬ 0965-38ｰ9339
ＦＡＸ 0965-46ｰ7012
Ｅ-mail es-futami@yatsushiro.jp
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大会シンボルマーク

ワクワクくん



大会シンボルマーク「ワクワクくん」について

子どもたちがワクワクして目を輝かせている姿をイメージしま
した。きらきらと輝く見開かれた目と、子どもたちがぎゅっと握
りしめた手に、自信と期待、希望が凝縮されながらも、次の瞬間
には大きく広がっていく勢いを持った子どもの様子が表せたらい
いなと考え、子どもの顔と手の部分をデザインしました。

緑は、熊本の豊かな森と大地を表すとともにふるさとを象徴し、
青は、海や川とともに清々しさ、厳しさと新しいものを切り拓く
勢いを、赤は、火山、教師の情熱、子どもの学ぶ意欲とともに、
火の国熊本を表しています。

作者：五木村立五木中学校 教諭 畑田 優実
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第６４回 全国へき地教育研究大会熊本大会開催要項

１ 開催の趣旨
へき地・小規模・複式学級を有する学校の学校経営、学習指導及び生徒指導上の諸問題

について研究協議をするとともに、全国各地におけるへき地教育の研究成果を交流し、へ
き地教育の充実を図る。

２ 研究主題
ふるさとに誇りと愛着を持ち、人間力豊かに時代を牽引する子どもの育成

～三特性を生かした学校・学級経営と学習指導の工夫をとおして～

３ 主催
文部科学省 熊本県教育委員会 熊本市教育委員会 全国へき地教育研究連盟
九州へき地教育研究連盟 熊本県へき地・小規模校教育研究連盟 八代市教育委員会
上天草市教育委員会 阿蘇市教育委員会 南小国町教育委員会 南阿蘇村教育委員会
山都町教育委員会 芦北町教育委員会 五木村教育委員会 山江村教育委員会

４ 共催
水俣市教育委員会 玉名市教育委員会 山鹿市教育委員会 宇城市教育委員会
天草市教育委員会 美里町教育委員会 和水町教育委員会 小国町教育委員会
産山村教育委員会 高森町教育委員会 津奈木町教育委員会 多良木町教育委員会
水上村教育委員会 相良村教育委員会 苓北町教育委員会

５ 後援
九州各県教育委員会 熊本県 熊本市 八代市 水俣市 玉名市 山鹿市 上天草市
宇城市 阿蘇市 天草市 美里町 和水町 南小国町 小国町 産山村 高森町
南阿蘇村 山都町 芦北町 津奈木町 多良木町 水上村 相良村 五木村 山江村
苓北町 熊本県市町村教育委員会連絡協議会 熊本県都市教育長協議会
熊本県町村教育長会 熊本県小中学校長会 熊本県小中学校教頭会
熊本県ＰＴＡ連合会 熊本市ＰＴＡ協議会 日本教育公務員弘済会

６ 大会基本日程

8:50 9:20 10:10 10:20 12:30 13:30 15:30

第１日 受 開 休 基調報告 移動 分散会 各分科会場の
10月15日 会 記念講演 昼食 周辺地のホテルへ専用
（木） 付 式 憩 次期開催県挨拶 休憩 (６分散会場) バスで移送

アトラクション

8:40 9:10 10:50 11:00 12:10 12:30 13:30

第２日 受 公開授業 分 科 会 閉 大会専用バスにて
10月16日 開会行事 会 昼食
（金） 付 Ⅰ・Ⅱ 研究発表 式 休憩 最寄り駅まで移送

研究協議

※ ２日目は、分科会場（公開授業校）によって日程が一部変更になる場合があります。
※ 平成２７年１０月１４日（水）に、全国へき地教育連盟理事会・秋季総会、交流会が開

催されます。

休
憩･

移
動
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７ 日程の詳細
【１日目】１０月１５日（木）

◎ 全 体 会 市民会館崇城大学ホール（熊本市民会館）
(1) 開会式 ９：２０

(2) 基調報告 １０：２５ 全国へき地教育研究連盟研究部長
熊本県へき地・小規模校教育研究連盟研究部長

(3) 記念講演 １０：４０ 演題「人を育てる、人に育てられる
～柔道を通して学んだこれからの生き方～」

講師 東海大学理事・副学長、全日本柔道連盟副会長
認定NPO法人柔道教育ソリダリティ理事長

山下 泰裕 氏
(4) 次期開催県挨拶 １１：４５ 青森県

(5) アトラクション １２：００ 演目：八雲払（やぐもばらい）～中江岩戸神楽より～

阿蘇市立波野中学校神楽クラブ

◎ 課題別分散会 １３：３０

第１分散会 第２分散会 第３分散会 第４分散会 第５分散会 第６分散会

熊本市役所 市民会館崇 国際交流会 国際交流会 国際交流会 桜の馬場

会場 城大学ホー 館 館 館 城彩苑

ル（熊本市

発表 民会館）

14Fホール 2F大会議室 4F第３会議 5F大広間AB ６Fホール 2F多目的ﾎｰ

室 ﾙ

発表１ 北 海 道 東 北 関東甲信越 中国･四国 東海･北陸 近 畿
全国ブロック 野付郡 秋田県 群馬県 高知県 岐阜県 滋賀県

発表２ 長崎県 佐賀県 沖縄県 大分県 福岡県 鹿児島県
九州ブロック 雲仙市 嬉野市 座間味村 日田市 福岡市 中種子町

【２日目】１０月１６日（金）
◎ 分科会（公開授業）会場校

会 場 校 名 会 場 校 名

Ａ 南 小 国 町立 中 原 小学校 Ｇ 五 木村立 五 木 東 小学校
みなみおぐに なかばる いつき いつきひがし

Ｂ 阿蘇市立 波 野小学校 Ｈ 五 木村立 五 木中学校
あそ なみの いつき いつき

Ｃ 阿蘇市立 波 野中学校 Ｉ 山 江村立万江小学校
あそ なみの やまえ まえ

Ｄ 南 阿蘇村立 両 併 小学校 Ｊ 芦 北 町立 大 野小学校
みなみあそ りょうへい あしきた おおの

Ｅ 山 都町立蘇 陽 小学校 Ｋ 上 天 草 市立維和小学校
やまと そよう かみあまくさ いわ

Ｆ 八 代 市立 泉 小学校･泉中学校 Ｌ 上 天 草 市立維和中学校
やつしろ いずみ かみあまくさ いわ



- 3 -

８ 課題別分散会発表校（上段：全国ブロック、下段：九州ブロック）

分 領 全国第８次研究 学 校 名
散 推進計画研究課 【上段：全国ﾌﾞﾛｯｸ】 校長・発表者 研 究 主 題 等
会 域 題 【下段：九州ﾌﾞﾛｯｸ】

～課題１～ 【北海道】 一人一人が主体的に
学び、確かな学力を

家庭や地域と連 別 海 町立 西 春 別 小学校 校長 身につける子どもの
べっかい にししゅんべつ

携して、確かな 〒０８８－２５７５ 野口 泰秀 育成
学びを創る特色 北海道野付郡別海町西春別宮園町50 発表 ～少人数・複式学級
ある教育計画の TEL 0153-77-2364 新谷 昌也 の特性を生かした学
創造と推進を図 FAX 0153-77-2540 習指導を通して～

１ 学 る。 pnisisyn@b-school.jp 学級数 単２、複２
特２

校 児童数 ４１
級 数 へき地３級

・
【長崎県】 主体的に学び、自分

学 校長 の思いや考えを豊か
雲 仙 市立千々石 第 二小学校 村田 茂則 に表現できる子ども
うんぜん ちぢわだいに

級 〒８５４－０４０７ 発表 の育成
雲仙市千々石町庚1450 横田 健三

経 TEL 0957-37-2058 学級数 複３、特１
FAX 0957-37-2922 児童数 １６

営 c-dainisho@unzen.ed.jp 級 数 なし

の ～課題２～ 【秋田県】 ふるさとに学び、ふ
るさとの未来を拓く

深 ふ る さ と で 学 由利 本 荘 市立 東 由利中学校 校長 教育活動の推進
ゆりほんじよう ひがしゆり

び、新しい時代 〒０１５－０２１１ 板垣 直俊
化 を拓く、開かれ 由利本荘市東由利老方字台山85 発表 学級数 単３

た学校・学級経 TEL 0184-69-2410 松橋 隆 生徒数 ６８
２ ・ 営の創造と推進 FAX 0184-69-2431 級 数 準へき地

を図る。 higashiyuri-jh@edu.city.yur
充 ihonjo.akita.jp

実 【佐賀県】 ふるさとを愛し、ふ
るさとに学ぶ 『谷

嬉 野市立五 町 田小学校 校長 っ子』の育成
うれしの ごちようだ

〒８４９－１４２５ 宮﨑 恵子
嬉野市塩田町大字五町田甲3717 発表 学級数 単８、特２
TEL 0954-66-2063 山口 豪 児童数 １６８
FAX 0954-66-2322 級 数 なし
gochoda-e@mail.saga-ed.jp

～課題３～ 【群馬県】 自信をもって自分の
思いや考えを表現で

地域に根ざし、 上 野村立 上 野小学校 校長 きる心豊かな児童の
うえの うえの

家庭や地域と連 〒３７０－１６１１ 黒澤 栄生子 育成
携して豊かな心 多野郡上野村大字新羽32 発表
をはぐくむ教育 TEL 0274-59-2004 髙野 真史 学級数 単４、複１

３ 活動の創造と推 FAX 0274-59-2588 特１
進を図る。 ueno2004@uenomura.ne.jp 児童数 ５４

級 数 へき地２級

【沖縄県】 人や自然を大切にす
る「阿嘉っ子」を育

座間味村立阿嘉小中学校 校長 てよう
ざ ま み あ か

〒９０１－３３１１ 下地 さとみ ～地域に根ざし、地
座間味村字阿嘉316 発表 域の特性を生かした

TEL 098-987-2123 中村 聖 教育活動を通して～
FAX 098-987-2011 学級数 小単１､複２
akawine@oki-zamami.jp 中単０､複１

児童数 小９、中３
級 数 へき地４級
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～課題４～ 【高知県】 主体的に学び、共に
高め合う児童を目指

児童生徒の分か 黒 潮 町立伊与喜小学校 校長 して
くろしお い よ き

る喜びや個性の 〒７８９－１７１３ 濵田 俊二 ～ユニバーサルデザ
伸長を重視した 幡多郡黒潮町伊与喜78 発表 インの授業づくりを
指導計画の改善 TEL 0880-55-2069 中屋 俊也 通して～
・充実を図る。 FAX 0880-55-2069 学級数 複３

４ 学 iyoki-e@kochinet.ed.jp 児童数 １６

習 【大分県】 ふるさとに誇りを持
ち 進んで関わり

指 日田市立津江小学校 校長 進んで学ぶ子どもを
ひ た つ え

〒８７７－０３０１ 黒木 久美江 育む指導のあり方を
導 日田市中津江村栃野4341 発表 求めて

TEL 0973-54-4020 髙田 悦子 ～自己肯定感を育む
の FAX 0973-54-3117 ための９年間を見通

a57620@oen.ed.jp した指導計画の工夫
深 ～

学級数 単６、特１
化 児童数 ６２

級 数 へき地２級
・

～課題５～ 【岐阜県】 一人一人に確かな学
充 力をつけるための個

学習意欲の向上 飛騨市立 山 之 村 小中学校 校長 に徹した指導の工夫
ひ だ やまのむら

実 や個に応じたき 〒５０６－１１０４ 渡邉 登紀夫 ～分析と準備・出番
め細かな指導を 飛騨市神岡町森茂1649-1 発表 と出方・定着と評価
重視した指導方 TEL 0578-82-5545 畑中 康司 ～

５ 法の改善・充実 FAX 0578-82-5547 学級数 小単１､複１
を図る。 yamanomura-5547@school-hid 中単２

a.jp 児童数 小６、中２
級 数 へき地２級

【福岡県】

福 岡 市立能古小学校 校長
ふくおか の こ

〒８１９－００１２ 山下 真弓
福岡市西区能古357 発表

TEL 092-881-0858 礒永 港太
FAX 092-881-8416
noko.EL@city.fukuoka.lg.jp

～課題６～ 【滋賀県】 豊かな心をもち、生
き生きと表現する沖

課題意識をもっ 近 江 八 幡 市立 沖 島 小学校 校長 島っ子をめざして
おうみはちまん おきしま

て自ら学び、仲 〒５２３－０８０１ 森本 眞佐子 ～構成に着目して、
間と共に高め合 近江八幡市沖島町360 発表 要旨や心情を読みと
う学習過程の改 TEL 0748-33-9515 小島 充紘 ることができる子～

６ 善・充実を図 FAX 0748-33-9510 学級数 単１、複２
る。 okisyo@mmc.city.omihachima 児童数 １０

n.shiga.jp 級 数 へき地２級

【鹿児島県】 文章を読む力を高
め、内容を正しく理

中 種子町立 星 原 小学校 校長 解する児童の育成
なかた ね ほしはら

〒８９１－３６０１ 小山 日出秋 学級数 単１、複２
熊毛郡中種子町納官6425 発表 児童数 ７

TEL 0997-27-7007 野下 みゆき 級 数 へき地２級
FAX 0997-27-7027
hoshiharashou@po12.synaps
e.ne.jp

基礎・基本の定着を
図る算数科学習指導
法の研究
～｢そのとき評価｣を
生かした交流活動の
工夫を通して～
学級数 単６
児童数 ６８
級 数 へき地１級
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９ 分科会（公開授業）会場校概要

学 校 名 校 長 名 北 誠一郎
南 小 国 町立 中 原 小学校 編 制 単式２、複式２、特支１

みなみおぐに なかばる

所 在 地 〒869-2403 阿蘇郡南小国町中原２４６９ 学 級 数 ５
電話番号 (0967)42-0044 職 員 数 １０
級 地 準へき地 児 童 数 ３１

一 ３・４年（複式）【国語】 二 全学年【特別活動（児童会活動）】
公開授業 校 ５・６年（複式）【国語】 校

時 時

研究主題 自分の思いや考えを生き生きと表現できる中原っ子の育成
(副主題) ～ 言語活動の充実を図る「なかばる」学習を通して ～

⑤

国語科「書くこと」の学習を通して、児童一人一人が自分の思いや考え
を生き生きと表現できるようにする。そのために、生涯を通じて役立つ学
び方「なかばる」学習過程を充実させていきたい。そのための切り口とし
て言語活動の充実を図っていく。
＜視点１＞「言語活動の充実」

研究内容 学習の目的や意図を明確にし、思考力・判断力・表現力等を高める言語
活動の充実を図れば、児童は自分の考えや思いを表現する方法を身に付け、
自分の思いや考えを生き生きと表現することができるであろう。
＜視点２＞ 言語活動の充実を図る「なかばる」学習の工夫

言語活動の充実を図る「なかばる」学習（学習過程、ガイド学習、学習
リーダー）の工夫を図れば、児童は自分たちで学ぶ喜びを感じ、自分の思
いや考えを生き生きと表現することができるであろう。
＜視点３＞「言語環境の充実」

家庭学習や学校教育活動全体を通して言語環境の場の工夫を図れば、児
童は授業と日常生活が相互に結びつき、自分の思いや考えを生き生きと表
現することができるであろう。

○本校は熊本県の北部、九州山地の中に位置し、南
には阿蘇の雄大な原野が広がり、東には秀峰湧蓋
山を望むことができる。学校の周りは小国杉の山々
に囲まれ、目の前には筑後川源流である中原川が
流れ、自然豊かな場所である。校区の世帯数は横

学校・地域 ばいであるものの、若者の減少とともに子どもの割
の紹介 合も減ってきている。

○児童は、素直で子どもらしく、明るく元気であり、学年の区別なく仲良く遊ぶこ
とができる。校庭の端には、本校のシンボルツリーである大イチョウが高くそ
びえ立っている。本校では、総合的な学習の時間をぎんなんタイム、学習発
表会をぎんなん祭と呼び、昔から親しまれている。

○全校児童３１人という小規模校のため、集会活動や
普段の授業などにおいて発表の機会が多く保障さ
れている。しかし、一方では、人間関係が固定しがち
であり、学習活動の中で児童一人一人が自分の考
えを広げたり、深めたりすることが制限されることも
ある。

Ａ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 楠田 明弘
阿蘇市立 波 野小学校 編 制 単式６、特支１
あそ なみの

所 在 地 〒869-2806 阿蘇市波野大字波野3742-1 学 級 数 ７
電話番号 (0967)24-2032 職 員 数 １３
級 地 １級 児 童 数 ５７

一 二
公開授業 校 ３年（単式）【英会話】 校 ６年（単式）【算 数】

時 ※平成26年度より教育課程特例校とし 時
て小3～6年まで英会話科を創設

研究主題 小中連携による２１世紀型能力の育成
(副主題) ～９年間を通した学力向上システムの構築を中心に～

②⑤⑥

○授業づくり
ねらいを達成するための効果的な言語活動（対話活動を含めた話し合い等）

と効果的なＩＣＴの活用を授業の中にどのように取り入れていくのかという
視点を持ち、小中共通の実践事項として研究を深めている。児童生徒一人一
人のつまずきや困り感を分析し、個に応じた指導を充実させながら、思考力･

研究内容 表現力を高めていきたいと考えている。
○ＳＵＴ(ステップ･アップ･タイム)の設定

校種･学年の垣根を越えた学力充実の時間として、小４～中３までが集まっ
て異年齢グループを作り、共同解決をしながら教え合ったり、個に応じた学
習内容に取り組みながら、コミュニケーション力の素地づくりの場として、
また基礎基本を定着させる時間として活動している。

○中学校教員との連携
本年度は、英会話（６年）、理科（５年）、音楽（５，６年）で兼務辞令を

持った中学校教員が授業を行っている。中学校教員の専門的な授業を受けら
れるとともに、中学校教員が児童の実態を把握し対応できることで子どもた
ちも安心感を持って進学でき中１ギャップの解消にもつながっている。また
乗り入れ授業の時間、小学校教員は、小学校の他の学年の授業にＴＴとして
入ることで学力の充実を図っている。

○９年間を見通したカリキュラムの作成
小中連携の柱として学力充実だけでなく心の教育(人権学習等)や体験学習

(総合的な学習の時間等)でのカリキュラムを作成し実践を積み重ねている。
○地域連携

学校での学びを生かす場として、地域における体験活動を小中合同で行う。
中学生や地域の方々と触れ合う中で、コミュニケーション能力の育成やその
活用力の育成をねらっている。

○本校区は、世界最大のカルデラを取り巻
く阿蘇外輪山東部に位置し標高はおよそ6
00ｍから900ｍの高原地帯で、年間平均気
温は11.2℃で夏は大変過ごしやすい気候
であるが、冬は積雪が多く寒さも厳しい。

学校・地域 高冷地野菜（キャベツ、大根等）の栽培
の紹介 が盛んで、全国に出荷されている。また、

裏作として栽培されていたそばが、ここ
数年生産が伸び、「波野そば」のブランド
として地域おこしの一助となっている。

○本校は旧波野村地区４小学校と１分校が統合し17年目を迎える。旧波野村地
区唯一の小中学校ということもあり地域住民の学校教育に寄せる期待は大き
い。波野中学校は小学校に隣接し渡り廊下でつながっており、小中合同運動
会などの各種行事に連携して取り組み、中学校教員の小学校高学年での乗り
入れ授業、小中合同での校内研修等にも一昨年度から取り組んでいる。

○本校には、開校以来子ども神楽部があり、毎週水曜日に保存会の方の指導を
受けて練習に励んでいる。毎月初めには、定期公演に出演している。また、
遊雀太鼓も本校児童を含め活動している。

Ｂ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 安武 卓明
阿蘇市立 波 野中学校 編 制 単式３、特支１
あそ なみの

所 在 地 〒869-2806 阿蘇市波野大字波野３７４８ 学 級 数 ４
電話番号 (0967)24-2031 職 員 数 １６
級 地 １級 生 徒 数 ３７

一 二
公開授業 校 小５年（単式）【音楽】 校 中３年（単式）【道徳】

時 ※中学校教員の乗り入れ指導 時

研究主題 小中連携による２１世紀型能力の育成
(副主題) ～９年間を通した学力向上システムの構築を中心に～

②

○２１世紀型能力の育成をめざした授業づくり
授業改善を主眼に、児童生徒の能力やつまずきに応じた言語活動の設定と効
果的なＩＣＴの活用を小中共通の実践事項として取り組んでいる。

○ＳＵＴ（ステップ・アップ・タイム）の実践
校種及び学年の垣根を越え、「学力充実の時間」としての実践である。小４～
中３で異年齢集団を構成し、共同解決及び個に応じた指導、基礎基本の定着
を基盤として、中学生が小学生に教えながら、互いが学び合う時間である。

研究内容 ○中学校教員の乗り入れ指導の取組
一昨年度から、小学生に教科の専門教員が指導すること、また、中学校にお
いては、中１ギャップの未然防止を目的とした取組である。本年度は、理科、
英会話科、音楽で実施している。特に、小学校では、空き時間を他学年へ出
向き、Ｔ・Ｔとしてきめ細やかな指導をしようとするものである。

○９年間を見通したカリキュラムの作成
小中連携において学力充実の柱となるカリキュラムを協働して作成する取り
組みである。特に、体験活動や心の教育の基盤となる「総合的な学習の時間」
及び「人権教育」の作成を進めている。

○地域と連携した体験活動の推進
学校での学びを生かす場として、地域における体験活動を小中合同で行う取
組である。体験活動のみならず、小学生や地域の方々と触れ合う中で、コミ
ュニケーション能力やその活用力の育成をねらいとするものである。

○熊本県の最東端に位置する本地区は、阿
蘇外輪山の概ね600m～900mの高地に位置
する。産業の基幹は農業であり、高冷地
特有の気温を利用して、キャベツ・白菜
・大根等の栽培が行われている。また、

学校・地域 そば栽培も盛んで、「波野そば」として注
の紹介 目を集め、地域を代表する産物の一つと

なっている。
○波野には中江岩戸神楽と横堀岩戸神楽の

２つの神楽があり、各地の公演活動や神楽フェスティバル等で多くの人々か
ら親しまれている。本校には、伝統芸能の後継者としてそれぞれの地域で練
習等に参加し、定期公演等に出演している生徒もいる。また、本校にも神楽
クラブがあり、中学生だけで数多くの公演に出演し高い評価を得ている。

○地域の過疎化に伴い生徒数は年々減少しているが、平成11年に旧波野村にあ
った五つの小学校が統合され、これを契機に地域全体で子どもたちを育てよ
うとする気運が一層高まり、小中の連携した取組が求められている。勤勉・
温和な地域であり、学校の教育活動に対する関心も高く、学校行事やＰＴＡ
活動等にもたいへん協力的な地域である。

Ｃ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 後藤 利恵子
南 阿蘇村立 両併 小学校 編 制 単式２、複式２

みなみあそ りようへい

所 在 地 〒869-1501 阿蘇郡南阿蘇村両併９９５ 学 級 数 ４
電話番号 (0967)62－0126 職 員 数 ８
級 地 なし 児 童 数 ３８

一 ２年 （単式）【図工】 二 １年 （単式）【国語】
公開授業 校 ３・４年（複式）【国語】 校 ５・６年（複式）【総合】

時 時

研究主題 「ふるさとを見つめ、にない、未来を拓く両併っ子の育成」
(副主題) ～「ひと、もの、こと」を大切にした豊かな関わり合いを通して～

②③

○ふるさとの「ひと、もの、こと」を大切にした関わり合いを工夫し、体験的・
探究的に学ぶ学習活動を進めることで、児童にふるさとのよさに気付かせ、
ふるさとに学び、生かそうとする児童の育成を図る。
・地域素材や地域の方々の生き方にふれる学習活動の工夫
・学習したことを発信する活動の工夫

研究内容 ・地域の教育力を活用した体験活動の基盤となるコミュニティ・スクール（熊
本版）の充実

○自ら課題を持ち、協同的に工夫し合い、高め合う活動を取り入れていくこと
で主体的に学ぶ児童の育成を図る。
・少人数・複式学級の授業における学習の工夫
・「おあしす学習」の充実 ～学習への見通しを持つ⇒自力解決⇒共同解決（互

いの考えを伝え合い、高め合う対話活動）⇒まとめ（学習への達成感を味
わわせるふり返りの場）～

・ＩＣＴの効果的活用（電子黒板､実物投影機等）
・小規模校のよさを生かした異年齢集団活動の充実（児童会活動、たてわり
班活動等）

○本校のある南阿蘇村は、熊本県の北東
部、阿蘇郡の阿蘇カルデラの南部に位
置し、北には阿蘇五岳、南には外輪山
を見上げる風光明媚な景観を有してお
り、観光の名所としても知られている。
また、阿蘇は、「世界農業遺産」や「世
界ジオパーク」の認定を受け、今後の
地域活性化に向け期待が寄せられてい

学校・地域 るところである。校区内には、南阿蘇

の紹介 鉄道が通り、日本で一番長い駅名「南
阿蘇水の生まれる里白水高原駅」が近
くにある。駅名の通り、豊かな水に恵まれ、学校周辺には、「白川水源」や「竹
崎水源」や多くの温泉施設がある。地域の産業は、稲作を中心にハウス園芸（野
菜・果実）、畜産等が盛んである。

○本校は、明治１２年に創設され、その歴史を誇りとする地域の思いが高く、学
校教育に対しても協力的である。保護者も教育活動に対する関心や期待が大き
く、大変協力的で児童の教育活動に様々な形で支援をいただいている。昨年
度は、その功績が認められ、全国優良PTA文部科学大臣賞の表彰を受けた。

〇昨年度、地域指定学力向上推進事業研究発表大会の発表校として国語科の授
業公開や学力充実に向けた取組等の発表を行ってきた。

Ｄ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 中山 大美
山 都町立蘇 陽 小学校 編 制 単式６、特支１
やまと そよう

所 在 地 〒861-3923 上益城郡山都町柏981-3 学 級 数 ７
電話番号 (0967)85-0200 職 員 数 １６
級 地 １級 児 童 数 ７７

一 ２年（単式）【生活】 二 ４年（単式）【社会】
公開授業 校 校

時 ５年 (単式)【国語】 時 ６年（単式）【総合】

研究主題 ふるさとを大切にし、進んで考え行動できる児童の育成
(副主題) ～くらしを見つめ、学びをつなぐ「そよっ子のふるさと学習」を通して～

①②

○「ふるさと学習」を通して、くらしを見つめ学びをつなぐ授業構成を工
夫すれば、ふるさとを大切にし、進んで考え行動できる児童が育つであ
ろう。

○子どもに付けたい力を明確にし、交流活動の内容や方法・生かし方を工
夫すれば、自分の思いを豊かに伝え合い、ふるさとを大切にし、進んで
考え行動できる児童が育つであろう。

研究内容
○学校と家庭・地域社会が相互に連携・協力できる体制づくりや取組を計

画的・継続的に実践していけば、ふるさとを大切にし、進んで考え行動
できる児童が育つであろう。

☆学力の向上を図りながら、児童がふるさとのよさを実感する体験活動と
くらしの中にある課題の発見・追究学習を通して、ふるさとの自然や文
化が貴重なもので、自分たちのくらしがいかに豊かであるかを認識させ
ていくことをねらっている。同時に、ふるさとの自然・文化に感謝しな
がら自分たちのくらしを高めてきた人々の姿に気づかせ、ふるさとを大
切にし、進んで課題について考え、解決する力を育てることにより、自
己の生き方をつくり出していく児童の育成をめざして取り組んでいる。

○本町は、熊本県の東部にあり、校区は、
標高500～600ｍの位置で、阿蘇南外輪
山麗の高原地帯に属する。有明海につ
ながる緑川と太平洋につながる五ヶ瀬
川の源流域にあたり、分水嶺が渓谷を
つくり澄み切った清流が流れている。

○山都町は、人口16,524人（H27年１月31
日現在）で、水路橋としては日本一の
規模を誇りユネスコ世界灌漑遺産及び

学校・地域 国の重要文化財に指定されている通潤
の紹介 橋を有している。本校校区には、１万

３千年前の縄文・弥生 時代の高畑乙
の原遺跡があり、その他、各時代の遺跡や遺物が発見されている。また、
今から約３５０年前に始まったとされる神楽があり、平成13年から、高
千穂、阿蘇、蘇陽の３地区をつなぐ神楽サミットが開催されている。

○本校の児童は、全体的に明るく、礼儀正しい。活動にもまじめに取り組
む姿勢がある。児童は、「蘇陽は、自然豊かなところ」とこの地を紹介
し、この恵まれた自然環境を当たり前のような意識でとらえ生活してい
る。この自然も、実は、人々が手を加え、育てながら守り伝えてきたも
のである。そのことを、家族とのくらしや地域の行事などから見聞きし
ながら、自分から積極的に関わっていこうとする児童の育成に取り組ん
でいる。

Ｅ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 金矢 光弘
八 代 市立 泉 小学校･泉中学校 編 制 （小）単式６、特支１
やつしろ いずみ

所 在 地 〒869-4401 八代市泉町柿迫１１１１ （中）単式３、特支１
電話番号 (0965)67-2311 学 級 数 （小） ７ （中） ４
級 地 １級 職 員 数 （小）１８ （中）１９

児童・生徒数 （小）６０ （中）４１

一 小４中２年(単式合同)【音楽】 二 小１小２年（単式合同）【英語】
公開授業 校 小５年(単式小中ＴＴ)【体育】 校 中１年（単式小中ＴＴ）【理科】

時 中３年（単式）【総合】 時 小６年（単式）【国語】

研究主題 ふるさとに誇りを持ち、未来につながる力を身につけた子どもの育成
(副主題) ～小中一貫校の特性を生かして～

②

研究を進めるにあたっては、「ふるさと」「授業改善」「日常の取組」の
３つの部会を組織し、具体的実践を積み重ねている。
【①ふるさと】泉の人・自然・文化について体験的に学び、伝え合い発信

させることで、ふるさとのよさに気づき、ふるさとに対する誇り（郷土
愛）や、価値あるものを大切にしようとする心を育んでいく。

研究内容 ・「いずみ学」の編成、実施 ・学びの発信
【②授業改善】少人数のよさや小中一貫校の特性を生かして授業形態を工

夫し、基礎基本の徹底を図り、考えを伝え合い、広げ、深め合う場を設
けることで、未来につながる（将来に生きて働く）学力を育んでいく。
・基礎基本の徹底 ・伝え合い、広げ、深め合う学習 ・授業形態の工夫

【③日常の取組】施設一体型の小中一貫校のよさを生かし、日常的な教育
活動を小中連携して、重点的に計画的に行っていくことで、豊かな心を
持つ健康的な子どもを育んでいく。
・生活習慣と学習習慣の確立 ・リーダー育成と自己有用感の醸成
研究発表会では本校の特性を生かし、小中合同授業、小中ＴＴ授業、小

学校英語（教育課程特例校）、ふるさと学習の集大成として発信へ向けて
の授業等を公開します。

○本校のある八代市泉町は熊本県の東南部に位置
し、総面積２６６．５９k㎡と広大な面積を有
し、山林が町の面積の約９４％を占めている。
町の東部は九州最後の秘境といわれる「平家伝
説の里」五家荘地区である。人口は約２１００

学校・地域 人で、主要産業は農林業である。特に、茶は古
の紹介 くから栽培され、近年、高品質上級茶の生産に力が注がれている。

○本校は平成２６年度より泉町内の複数の小学校と１つの中学校が一緒に
なり、施設一体型の小中一貫校となった。「小・中の子どもたちが、小
・中の教職員とひとつの学校で、共に学び合う、共に支え合う、共に喜
び合う。～ひとつのＰＴＡに見守られながら～」という理念のもと、全
職員で９学年の児童生徒を育てていく様々な取組を行っている。
児童生徒の大半はスクールバスで通学している。小学生と中学生は日常
的に顔を合わせ、同じ活動に取り組む機会も多い。児童会・生徒会の活
動も内容によって協力、連携しながら行っている。

○保護者の教育への関心は高く、学校教育活動に大変協力的である。また、
学校応援団等、学校に対する地域支援も協力的である。

Ｆ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 塘内 正義
五木村立五 木 東小学校 編 制 単式２、複式２
いつき いつきひがし

所 在 地 〒868-0201 球磨郡五木村甲3374-51 学 級 数 ４
電話番号 (0966)37-2009 職 員 数 １５
級 地 １級 児 童 数 ４２

一 ２年（単式）【算数】 二 １年（単式）【国語】
公開授業 校 ５・６年（複式）【社会】 校 ３・４年（複式）【算数】

時 時

研究主題 主体的に生き生きと学び、互いに高め合う児童の育成
(副主題) ～ICTを活用した言語活動の充実を求めて～

②⑤⑥

【仮説１】学習の見通しを持たせる少人数・複式指導を行えば、主体的に
生き生きと学ばせることができるであろう。

［視点］ ○ 見通しを持たせる学習指導
○ 主体的な活動の設定
○ 少人数・複式指導の充実
○ 学習の基礎・基本の充実

研究内容 【仮説２】ICT等を効果的に活用した言語活動を行えば、互いに高め合う
学習活動が展開できるであろう。

［視点］ ○ 十分な自力解決の場の設定
○ 言語活動場面の設定
○ ICT機器等の効果的な活用

当日の公開授業では、へき地・小規模校のよさを生かした少人数・複式
指導の取組と、児童１人に１台のタブレットPCが使えるという環境の中、
ICTを効果的に活用した学習を公開します。

○五木村は、熊本県南部にあり、周囲
を九州山地の1,000m級の山々に囲ま
れ、村の南北を川辺川、東西をその
支流である五木小川が貫流してい
る。村の面積の96.8％は山林であり、
V字型地形のわずかな河岸段丘に集
落が点在する山間村である。

○村の基幹産業は農林業であり、林業
学校・地域 や椎茸、茶・栗などの生産が行われ
の紹介 ている。

○本校は明治8年に創立され、本年度で創立140年目を迎える。平成17年度
末には三浦小学校、平成20年度末には五木西小学校、平成22年度末には
五木北小学校がそれぞれ閉校し、本校に統合となった。そのため、平成
23年度から村内唯一の小学校となり現在に至っている。校区が広いため、
全児童の8割はスクールバスで通学している。保護者や地域住民の方々
は、人情豊かで愛郷心が強く、教育にも関心が高い。近年は、人口減に
よる過疎化・少子高齢化などの課題を抱え、村の将来の発展を考えてい
く上でも人材育成が重要である。

Ｇ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 水野 健次
五 木村立 五 木中学校 編 制 単式３、特支１
いつき いつき

所 在 地 〒868-0201 球磨郡五木村甲2913-1 学 級 数 ４
電話番号 (0966)37-2830 職 員 数 １５
級 地 １級 児 童 数 ２０

一 １年【数学】 二 １・２・３年【総合】
公開授業 校 ２年【音楽】 校

時 ３年【英語】 時

研究主題 主体的に学び、考え、表現する自立した生徒を目指して
(副主題) ～学ぶ意欲を引き出す工夫とわかる喜びを意識した少人数指導の実践～

②⑤⑥

○少人数指導の特性を生かした学習形態を工夫し、生徒が主体的に取組む
場面を設けて、自立した生徒を育成する指導を行う。

○ＩＣＴ活用による教材の視覚化や、生徒が興味関心をもち主体的な話し
合い活動が活性化するよう発表時の話し方等を工夫することでわかる授
業を展開する。

研究内容 ○一人一人の生徒を全員の教師で見ていく姿勢を大切にして、生徒個々の
実態に応じた指導の充実に努める。

○聾学校との交流、地域の祭りや小中合同の行事の取組を通して、ふるさ
とを愛する心を育て、ふるさとに誇りをもつ生徒の育成を目指す。

五木村は、日本一美しい
清流である川辺川と四季折
々の素晴らしい自然に恵ま
れており、年間を通して観

学校・地域 光で訪れる人々も多い。
の紹介 源平の合戦で敗れた落人

の里として、また西南の役
の戦跡の地として、鎌倉時
代から明治時代までそれぞ
れの時代の歴史や文化に恵
まれた土地である。

本校は、標高２５０ｍの
山間地の学校で、生徒は徒歩通学の２人以外は、スク－ルバスで通学して
いる。平成７年４月に村内の６校の中学校が統合されてから２０年が経過
し、統合当時７０人近くの生徒数も現在は２０人まで減少した。

生徒は、芸術・文化活動における様々な分野のスペシャリストをゲスト
ティ－チャ－として迎えて行う「子ども夢創造文化芸術イベント」、「新
緑祭り」や「子守唄祭り」など、地域の行事に参加して交流の中で行う特
色ある教育を展開している。

保護者や地域の方々は、とても協力的で、保小中高合同大運動会やふる
さと自然・歴史・発見等の様々な学校行事や教育活動に対して、多大な支
援をいただいている。

Ｈ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 平生 孝臣
山 江村立万江小学校 編 制 単式２、複式２、特支１
やまえ まえ

所 在 地 〒868-0091 球磨郡山江村万江甲931 学 級 数 ５
電話番号 (0966)23-5691 職 員 数 １２
級 地 なし 児 童 数 ４４

一 二
公開授業 校 ３・４年（複式）【算数】 校 ５・６年（複式）【国語】

時 時

研究主題 豊かにかかわり合い、学び続ける万江っ子の育成
(副主題) ～ＩＣＴの効果的な活用と言語活動の充実を通して～

⑤⑥

◎「もの」「人」「こと」「環境」との積極的なかかわりを通して､豊かに
学び合うことで、児童一人一人の自己教育力の向上をめざす。
【研究の視点】
①アナログとデジタルを関連づけた指導の工夫

ＩＣＴを効果的に活用するとともに、板書・ノート・教材などを併用す
研究内容 ることで、学習意欲を高め、学びの基礎となる力の定着を図る。

・デジタル教科書や自作教材、実物投影機等の活用
・電子黒板と板書、タブレットＰＣとノートとの併用
②複式学級における（に向けた）指導の工夫

複式学級の特質を生かし、学習リーダー等を活用しての主体的な間接指
導や交流学習での学び合いを行うことで全体を高める。
・学習リーダー、「学習の流れカード」、「一人学びガイド」等の活用
・間接指導時のＩＣＴの活用（学習ソフト、デジタルコンテンツ、動画等）
③効果的な言語活動の工夫

言語活動を意識した授業展開の工夫や環境づくりをすることで、豊かな
学び合いにつなげる。
・発表ボード、電子黒板、タブレットＰＣを活用した共有の場の設定
・「発表の仕方」、「学習用語・ポイント」等の掲示と言語環境の整備

○山江村は、熊本県南部に位置し、
東は相良村、西は球磨村、南は人
吉市、北は五木村及び八代市に接
している。本村は、豊かな山々に
囲まれた自然溢れる山村である。

学校・地域 特に、ヤマメや鮎の生息地、「山
の紹介 江栗」の産地として有名である。

○本校は、昭和６３年に大川内小学
校・屋形小学校・城内小学校・山
田小学校尾寄崎分校が統合し、新
たなあゆみを始めて２７年目を迎
えている。校区も広く、通学距離が最も遠い児童は約6.3kmで、９人の
児童がスクールバス（タクシー）で通学している。

○保護者や地域住民の方は学校の教育活動に協力的で、登下校の見守り、
読み聞かせなどの学校支援、学校と地域が一体となり取り組んでいる行
事「万江ウォッチング」・「万江っ子わくわく体験学習」にもたくさん
の方の協力をいただいている。

Ｉ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 中村 成利
芦 北 町立 大 野小学校 編 制 単式２、複式２、特支１
あしきた おおの

所 在 地 〒869-6306 葦北郡芦北町市野瀬1119 学 級 数 ５
電話番号 (0966)84-0230 職 員 数 １１
級 地 ２級 児 童 数 ４２

一 ２・３年（複式）【算数】 二 ４・５年（複式）【算数】
公開授業 校 校

時 時

研究主題 学んだことを活用できる児童の姿をめざして
(副主題) ～学ぶ力の定着とICTを活用した授業をとおして～

①⑤

○授業で学習したことや家庭や地域で学んだこと、経験したことなど、これまでの

生活で習得した知識・技能・考え方を活かして、初めて出会う問題であっても簡

単にあきらめたり、避けたりせず、自分なりに解決していくことのできる児童の

姿をめざした研究に取り組んでいる。

＜仮説１＞授業過程において、自ら学んでいくための手引きを作成し、学び方の知

研究内容 識や技能、考え方を繰り返し行っていけば、学ぶ力が定着していくであろう。

・他の人に頼らず、一人での学習ができる主体的学習態度

・友達と協力して学習する態度 ・学習の流れをつかんでいく姿勢

・自主的学習を進めるためのリーダーの育成

＜仮説２＞授業を展開する場面において、基礎的・基本的事項および作業段階で目

的を持ってICTを活用していけば、学習目標を理解し学んだことを活用できる

力が育成されるであろう

・課題との出会わせ方、客観的な根拠の持たせ方 ・提示内容と表示の大きさ

・設問、図表、思考・表現などの作業段階でのICT活用

○本校は、県南部にある葦北郡の東端

山間部に位置し、標高170ｍの大野

盆地の入り口にある。周りを山と田

畑に囲まれ、米作りを中心とした農

村地帯である。平成18年度には、白

学校・地域 木小、告小と統合し校区が広範囲と

の紹介 なり、児童の約80％がスクールバス

３台を利用し通学している。また、

児童数も減少し、平成25年度から複

式学級を有する学校となり、現在に

至っている。

○本校は、12年前よりカンボジア支援活動として、米やサラダ玉葱を育て学校建設

のための募金活動を行っている。平成23年度版社会科教科書への掲載や第９回西

日本国際財団「アジアキッズ大賞」を受賞し、伝統的な活動となっている。さら

に近年では、東日本大震災支援活動として、育てたサラダ玉葱を福島県の小学校

へ贈り、豊かな心を育む取組をしている。

○地域や保護者の方々には、「学校応援団」としての学習・環境支援活動や、保・小

・中連携での取組など、理解していただき協力的である。

○校区内には木造建築の大野温泉センターがあり、周辺にも多くの温泉地を抱えて

いる。近くの海では砂浜の海水浴場や海浜公園、海の貴婦人と言われる観光船「う

たせ船」、また日本にも数カ所しかない星野富弘美術館がある。

Ｊ

全へき連研究
課題との関連
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学 校 名 校 長 名 吉成 嗣則
上 天 草 市立維和小学校 編 制 単式６
かみあまくさ いわ

所 在 地 〒869-3604 上天草市大矢野町維和1680 学 級 数 ６
電話番号 (0964)58-0025 職 員 数 １６
級 地 特別地域 児 童 数 ５５

一 二
公開授業 校 １・２年合同（単式）【生活】 校 ６年（単式）【総合】

時 時

研究主題 「人・もの・こと」とのかかわりを深め、主体的、創造的に学び合う児童
(副主題) の育成

～ふるさと「維和」の素材・人材を生かした学習を通して～

②

○豊かな自然環境や産物、伝統文化・行事、そしてそれらに関わる人々の
３つを「維和の人・もの・こと」と捉え、かかわりを深め、それらを愛
し誇りに思うとともに、尊重することの意義を学び、その良さの本質を
知ろうとして、更に 調べたり、行動したりしてしっかり見つめていく
児童を育成することをねらっている。

研究内容 また、それらとかかわる中で感性を磨き、自分の見方や考え方を広
げ、自分の思いを表現したいという意欲を持った児童を育成する。

○地域の人材や地域教材としては、児童の保護者や祖父母など、身近な人
たちから始まり、千束雨乞い太鼓保存会の方、維和まちづくり委員会、
老人会などに協力いただき、授業づくりを行っている。

○表現力育成のための日常的な取組としては、集会活動で学年発表の回数
を増やしたり、挙手して感想を述べさせたりして双方向の言語の交流が
できるような工夫改善、更に文章表現力を高める基礎となる力を育てる
目的で、全校一斉に視写、聴写、短作文等のスキルアップの時間を確保
している。

○本校は、熊本県西南部天草地方の北東端の上天草市に位置している。周
りを海に囲まれた島で、海の恵みに支えられてきた経緯がある。特に、
車エビは日本で最初に養殖を始めた地区として有名で、一時期は日本一
の産地を誇った。その功績は、熊本県の魚として認められるまでになっ
ている。近年は、車エビ養殖は、衰退し養殖業者も減っているが、「黄

学校・地域 金のハモ」と呼ばれる美味さと栄養価の高いハモは、東京や関西方面に
の紹介 て高値で取引されている。

また、昭和５１年に架橋開通し、最近では、「九州オルレ認定の島」と
して注目され、トレッキングブームと相まって多くの観光客が訪れてい
る。特に２月に行われる「維和島ウォーク」には、６００名以上の参加
者があり、島一番のイベントとなっている。

○維和島の人口は、６００世帯足らず
で１，５０９人と年々減少の一途を
たどっている。本校の児童数も、徐
々に減少し、現在では辛うじて単学
級での６学年を維持している。人数
が少ないこともあり、保育園児から
中学生まで一緒になって遊ぶ姿を見
ることができる。保小中の連携も盛
んに行われており、様々な行事等で
交流を図っている。

Ｋ

全へき連研究
課題との関連
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校 長 名 糀本 佐戸之
学 校 名 上 天 草 市立維和中学校 編 制 単式３、特支１

かみあまくさ いわ

所 在 地 〒869-3604 上天草市大矢野町維和1757 学 級 数 ４
電話番号 (0964)58-0009 職 員 数 １４
級 地 特別地域 児 童 数 ３９

一 １年（単式）【英語】 二 １年（単式）【音楽】
公開授業 校 校

時 ２年（単式）【国語】 時 ３年（単式）【数学】

研究主題 確かな学力を身に付けた生徒の育成
(副主題) ～維和中型アクティブ・ラーニングを通して～

⑤⑥

○本校では、生徒の学習意欲を高め、主体的に学ぶ生徒を育成することを
目的として維和中型アクティブ・ラーニングと名付けた学習を行ってい
る。維和中型アクティブ・ラーニングとは、生徒が主体的・協働的に学
ぶ学習のことで、教科の枠を超えた共通実践事項を定め、生徒が主体的
に学びながら達成感の持てる授業を展開している。

○授業と家庭学習・朝自習の連動させることで生徒が基礎的・基本的知識
研究内容 技能を身に付けることができるような工夫を行っている。そうすること

で、生徒が目的意識や達成感が持って学習し、学習意欲の向上につなが
るようにしている。

○各教科１人体制の中で研修が深まるように、事前研は模擬授業の形式で
視点を絞って行い、生徒・職員にとって意義ある校内研修にしている。

○維和中まなブックを作成し、全校生徒に維和中の授業についてオリエン
テーションを行うなど、生徒・教職員が一体となって、確かな学力の育
成に取り組んでいる。

○維和島は、大矢野島の東に位置
し、周りを海に囲まれた面積7.
2㎞２ の小島である。人口は1,4
54人（572世帯）である。（Ｈ27.
4.1現在）主に漁業や養殖業、
特に熊本県の魚である車エビの
養殖は古い歴史をもち、我が国
でも屈指の産地であった。農業
面では、柑橘類や花栽培が盛ん
である。また、「維和地区まち

学校・地域 づくり推進事業」も先進的に進められるなど、活気と希望に満ちた郷土
の紹介 づくりが進められている。維和島は、九州オルレにも選定され、毎年２

月には癒しの維和島ウォークが行われている。
○本校は、島の集落のほぼ中央部にあり、島民や保護者の学校教育に対す

る関心と期待は高く、学校行事や地域学習等の諸教育活動に対しても、
とても協力的である。

○本校の生徒は、全体的に素直で明るく、元気なあいさつができる生徒が
多い。落ち着いた雰囲気の中で「Ａｃｔive～挑戦することで可能性が
広がる～」を生徒会テーマとして、学校生活を送っている。

○地域の伝統芸能である「千束雨乞いドラ太鼓」を総合的学習の時間の中
に位置づけ、地域のチャリティー芸能や維和島ウォークの際に披露して
いる。

Ｌ

全へき連研究
課題との関連



- 17 -

10 参加申し込み要領
２次案内は文字情報が多く、地図などの案内情報はあまりありません。そこで会場へのア

クセスや地図、宿泊施設等の位置など詳細な情報を、２次案内や申込みの様式ファイルとと
もに、“全国へき地教育研究連盟のホームページ（URL http://www.zenhekiren.net/）”

に掲載します。
必要な方は、そちらからファイルをダウンロードしてご活用ください。

(1) 申し込み方法（必ず①と②の両方をお願いします。）

① 大会参加・宿泊等の申し込み方法は、Apollon（アポロンシステム）とＦＡＸ（様
式１）による２通りありますので、どちらかを選んでお申し込み下さい。ただし、
事務処理上、なるべくアポロンシステムをご利用下さい。

② 様式２は、とりまとめ用に使用いたします。下記の通りご提出下さい。
③ 申し込み開始日は、６月２２日（月）です。後泊もご希望があれば併せてお申し

込みください。

【大会参加・宿泊・交流会・分散会・分科会・専用バス・弁当申込について】
① Apollonシステムでのお申込みの場合

・ Web受付システム“Apollon（アポロン）”のトップページ
（URL：https://v3.apollon.nta.co.jp/zenkokuhekichi2015/）からアクセスし、
お申込みをお願いいたします。24時間いつでもリアルタイムでの大会参加に必要な
お申込みが可能です。申し訳ありませんが、宿泊施設ごとの宿泊可能人数、分散会
及び分科会ごとの収容人数に達し次第、そこへのお申し込みは終了させていただき
ます。

・ Apollonシステムご利用にてお申込みの場合は、Web上からいつでも申込み内容と
お支払方法の確認及び、変更・取消ができます。『お支払いのご案内』のページ

から請求書の表示や印刷が出来ます。
・ お支払方法は、①銀行振り込みまたは②オンラインクレジット決済または③コン

ビニ決済のいずれかをお選びください。

・ 予約確認書（バス乗車券・昼食券等）をプリントアウトして当日ご持参くださ
い。宿泊および交流会については、各ホテルおよび交流会会場で名前にてチェッ
クさせていただきますので、確認書はございません。

② FAXでのお申し込みの場合

締切日７月２４日(金)
・ 大会参加、宿泊、交流会、分散会、分科会、専用バス、お弁当のお申し込みを申

込書（様式１）にご記入の上、直接株式会社日本旅行 熊本支店へお申し込みくだ
さい。

【参加とりまとめ（様式２）について】

大会参加者

（様式 1）
株式会社日本旅行

熊本支店

①大会参加者

（様式 2）

（締切日）

②市町村教育委員会 ③教育事務所

④都道府県教育員会
株式会社日本旅行

熊本支店

７月１０日（金） ７月１７日（金）

７月２４日（金） ７月３１日（金）
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① 大会参加者は学校ごとに参加をとりまとめ用紙にご記入の上、各市町村教育委員会
へお申込みください。

② 各市町村教育委員会は、参加とりまとめ用紙（様式２）を作成し、各教育事務所へ
お申し込みください。

③ 各教育事務所は、参加とりまとめ用紙（様式２）を作成し、各都道府県教育委員会
へお申し込みください。

④ 各都道府県教育委員会は、参加とりまとめ用紙（様式２）を次頁掲載の申し込み先、
株式会社日本旅行 熊本支店まで郵送またはFAXにてお申し込みください。

(2) 申込受付以降の流れ
※ Apollonシステムでのお申込みの場合

申し込み時に予約内容が確定しますので、その後はお選びいただいた支払い方法でご
入金いただき、予約確認書類をプリントアウトの上、当日ご持参ください。

確認書類は回収しますので、両面コピーや２in１コピーなどはご遠慮ください。
※ FAXでのお申込みの場合
① 申込書確認後、５日以内に申込書欄右上の受付番号・申込受付日を記入しＦＡＸ

にて返信をいたします。申込後、６日経過しＦＡＸにて返信が無い場合、恐れ入り
ますが弊社までご連絡をお願いいたします。

② 予約確認書・請求書等の発送は、８月１７日（月）を予定しております。
③ お支払い方法は、銀行振込のみとなります。請求書が到着しましたら請求書記載の

銀行口座へ ８月３１日（月）までにお振込ください。その際の振込手数料はお客様
ご負担にてお願いいたします。振り込み確認後、参加券等をお送りいたします。

(3) 申し込み内容の変更・追加（県外・県内参加者共通）
※ Apollonシステムでのお申込みの場合

Apollonシステム上で24時間いつでも申込み内容の確認及び、変更・取消ができます。
Apollpnシステムご利用の上、ご自身で変更・追加の手続きを行ってください。

※ FAXでのお申込みの場合
申し込み内容の変更に関しては、申し込み送付していただいた書面に訂正事項と内容

をご記入いただき、再FAXをお願いいたします。
・ お電話での変更は事故防止のため、受付いたしかねます。ご理解とご協力をお願いい

たします。
(4) 取消について

※ Apollonシステムでのお申込みの場合
Apollonシステム上で24時間いつでも申込み内容の確認及び、変更・取消ができます。

Apollpnシステムご利用の上、ご自身で取消の手続きを行ってください。
※ FAXでのお申込みの場合

申し込み内容の取消に関しては、申し込み送付していただいた書面に訂正事項と内容
をご記入いただき、再FAXをお願いいたします。

※ お電話での取消は事故防止のため、受付いたしかねます。ご理解とご協力をお願いい
たします。

また、変更及び取消にあたっては、旅行業法に基づいて下記の通り取消料金を徴収さ
せていただきます。既にお支払いいただいた代金につきましては、大会終了後に取消料
を差し引いて返金させていただきます。

《取消料金について》

取消料（おひとり）
21日目にあたる日以前 無料
20日目にあたる日以降8日目にあたる日 旅行代金の20％
7日目にあたる日以降3日目にあたる日 旅行代金の30％
大会前々日及び大会前日 旅行代金の40％
大会当日 旅行代金の50％
無連絡不参加及び大会開始後 旅行代金の100％

大会開催の前日から
起算しさかのぼって

旅行契約の解除日
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注1) 大会参加費・宿泊費・交流会費・専用バス・弁当共通の内容です。
注2) 大会参加費等は大会事務局からの依頼に基づき、株式会社日本旅行 熊本支店

が事務手続きを代行させていただきます。
注3) 詳細を記した『ご旅行条件書』をご確認ください。

(5) 申し込み先及びお問い合わせ

〒860-0807 熊本県熊本市中央区下通1-7-18
株式会社日本旅行 熊本支店内

『第64回全国へき地教育研究大会 熊本大会デスク』
担当 ： 竹内 崇 小山 暁子 e-mail: hekichi_2015@nta.co.jp
電話 ： 096-354-4488 FAX ： 096-322-7453

(6) 個人情報の取り扱いに関して
お申込みの際の個人情報につきましては、今大会に係る目的以外には使用いたしません。

11 宿泊施設のご案内
大会前日及びの当日の宿泊先として、宿泊施設をご用意しております（次頁の表をご確認

ください）。ご希望の方は下記内容をご確認いただき、お申込み下さい。
(1) 宿泊施設申し込みにあたっての注意事項

① 宿泊代金はすべて『サービス料及び税金込み』の1名様の料金です。
② 申し込みにあたっては、様式1の『参加申込書』に記載の申込番号をご記入ください。
③ 今大会開催の宿泊場所は、基本的にビジネスホテル（１泊朝食）を利用いたしますが

分科会の宿泊場所には、一部和室を中心とした旅館タイプ（１泊２食）となります。
1名1室ご利用いただく場合、宿泊料金がどうしても高額になってしまう旨、また、同

室者のご希望がない場合は、他の参加者との相部屋とさせていただく旨を予めご了承く
ださい。

④ 宿泊施設のご案内は原則先着順とさせていただきますが、各宿泊施設のお部屋数には
限りがありますので、必ず第1希望、第２希望をご記入ください。ご不便をおかけいたし
ますが、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

(2) 宿泊施設について
○ 10月14日（水）・15日（木）にご宿泊いただける施設の一覧です。また、14日（水）の

交流会に参加される方は、別途参加費用の 6,000円が必要となります。
○ 宿泊施設情報は、“全国へき地研究教育連盟のホームページ（URL：http://www.zenh
ekiren.net/）”に記載していますので、そちらをダウンロードしてご活用ください。
● 宿泊施設一覧（１０月１４日)

施設名 部屋タイプ 申込番号 宿泊料金(1泊朝食)

熊本ホテルキャッスル エコノミーシングル １－Ｓ１ １０，８００円

スタンダードシングル １－Ｓ２ １２，９６０円

ホテルニューオータニ熊本 シングル ２－Ｓ１ １１，０００円

アークホテル熊本城前 シングル ３－Ｓ１ ８，６４０円

熊本東急イン シングル ４－Ｓ１ ９，０００円

三井ガーデンホテル熊本 シングル ５－Ｓ１ ９，０００円

熊本ワシントンホテルプラザ シングル ６－Ｓ１ ７，５００円

ホテル法華クラブ熊本 シングル ７－Ｓ１ ７，５００円

ＪＲ九州ホテル熊本 シングル ８－Ｓ１ ８，０００円

リバーサイドホテル シングル ９－Ｓ１ ７，５００円

ホテルルートイン熊本駅前 シングル １０－Ｓ１ ６，５００円

ホテルサンルート熊本 シングル １１－Ｓ１ ９，０００円

ダブルシングルユース １１－Ｗ１ １２，０００円
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● 宿泊施設一覧（１０月１５日)
分科会 施設名 部屋タイプ 申込番号 宿泊料金(1泊朝食 宿泊料金(1泊2食)

A 三愛高原ホテル 1名1室 １２－Ｓ１ １８，５１０円 ２１，７５０円

2名1室 １２－Ｔ２ １３，１１０円 １６，３５０円

相部屋(男) １２－Ｍ １２，０３０円 １５，２７０円

相部屋(女) １２－Ｆ １２，０３０円 １５，２７０円

B 1名1室 １３－Ｓ１ １２，５７０円 １４，１９０円

C 阿蘇の司ビラパークホテル 2名1室 １３－Ｔ２ ９，３３０円 １０，９５０円

相部屋(男) １３－Ｍ ８，２５０円 ９，８７０円

相部屋(女) １３－Ｆ ８，２５０円 ９，８７０円

D 1名1室 １４－Ｓ１ － １６，２００円

グリーンピア南阿蘇 2名1室 １４－Ｔ２ － １４，０４０円

相部屋(男) １４－Ｍ － １２，９６０円

相部屋(女) １４－Ｆ － １２，９６０円

2名1室 １５－Ｔ２ － １５，２７０円

山口旅館 相部屋(男) １５－Ｍ － １４，１９０円

相部屋(女) １５－Ｆ － １４，１９０円

E 1名1室 １６－Ｓ１ ９，８７０円 １２，０３０円

通潤山荘 2名1室 １６－Ｔ２ ８，７９０円 １０，９５０円

相部屋(男) １６－Ｍ ８，２５０円 １０，４１０円

相部屋(女) １６－Ｆ ８，２５０円 １０，４１０円

1名1室 １７－Ｓ１ ８，０００円 １２，９６０円

そよ風パーク 2名1室 １７－Ｔ２ ７，０００円 １１，８８０円

相部屋(男) １７－Ｍ ６，０００円 １０，８００円

相部屋(女) １７－Ｆ ６，０００円 １０，８００円

F 八代グランドホテル 1名1室 １８－Ｓ１ ６，４８０円 ８，６４０円

2名1室 １８－Ｔ２ ５，９４０円 ８，１００円

ルートイン八代 1名1室 １９－Ｓ１ ５，９５０円 ８，１００円

G/H 1名1室 ２０－Ｓ１ ８，０００円 ９，５００円

ホテルサン人吉 2名1室 ２０－Ｔ２ ７，５００円 ９，０００円

相部屋(男) ２０－Ｍ ７，０００円 ８，５００円

相部屋(女) ２０－Ｆ ７，０００円 ８，５００円

I 華の荘 1名1室 ２１－Ｓ１ ８，０００円 １１，０００円

2名1室 ２１－Ｔ２ ７，５００円 １０，５００円

相部屋(男) ２１－Ｍ ７，０００円 １０，０００円

相部屋(女) ２１－Ｆ ７，０００円 １０，０００円

J ホテルＡＺ熊本芦北店 1名1室 ２２－Ｓ１ ５，４００円 ６，４８０円

1名1室 ２３－Ｓ１ ５，４００円 ６，４８０円

野坂屋旅館 2名1室 ２３－Ｔ２ ５，４００円 ６，４８０円

相部屋(男) ２３－Ｍ ５，４００円 ６，４８０円

相部屋(女) ２３－Ｆ ５，４００円 ６，４８０円

K/L ビジネスホテル天草 1名1室 ２４－Ｓ１ ４，２００円（素泊まりのみ設定）

1名1室 ２５－Ｓ１ １４，１９０円 １９，５９０円

亀屋ホテル華椿 2名1室 ２５－Ｔ２ １０，９５０円 １６，３５０円

相部屋(男) ２５－Ｍ ７，７１０円 １３，１１０円

相部屋(女) ２５－Ｆ ７，７１０円 １３，１１０円

1名1室 ２６－Ｓ１ １３，５１０円 １８，５１０円

小松屋渚館 2名1室 ２６－Ｔ２ １０，２７０円 １５，２７０円

相部屋(男) ２６－Ｍ ７，０３０円 １２，０３０円

相部屋(女) ２６－Ｆ ７，０３０円 １２，０３０円
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12 大会参加費・交流会・分散会・分科会について
(1) 大会参加費

お一人様４，０００円となります。

(2) 交流会の御案内
大会参加者の懇親の機会として、夕食を兼ねた交流会を設定いたします。意見交換と懇

親を通して全国にネットワークを広げる機会にしていただきたく思います。多数のご参加
をお待ちしております。

日 時 ： 平成27年10月14日（水）18：00～20：00
会 場 ： 熊本ホテルキャッスル
住 所 ： 熊本市中央区城東町4-2
電 話 ： ０９６－３２６－３３１１
会 費 ： ６，０００円
申し込み ： お申込みご希望の方は、様式1の『参加申込書』の『交流会』の欄に「○」

印、金額欄に「6,000円」とご記入ください。

(3) 分散会のご案内
全体会（10月15日）終了後、午後に分散会を予定しております。お申し込みは本冊子の

Ｐ３～Ｐ４の課題内容をご参照のうえ、様式1の『参加申込書』希望欄に①～⑥の中からご
希望の番号を記入ください。必ず第2希望もご記入お願いします。不参加の場合は、分散会
別に「×」をご記入ください。申し込み先着順に受け付けさせていただきますが、会場の
受け入れ人数に限りがありますので、第2希望をご案内させていただくこともございます。
予めご了承ください。

Apollonシステムでのお申し込みについては、24時間リアルタイムでの在庫管理となり
ますので、空き状況をご確認の上ご希望いただいた分散会がそのままお申し込みとなりま
す。

《分散会会場一覧》 各会場までは各自移動

申込番号 分散会 研究課題 会場名

家庭や地域と連携して、確かな学びを創る特色あ

る教育計画の創造と推進を図る。

ふるさとで学び、新しい時代を拓く、開かれた学

校・学級経営の創造と推進を図る。

地域に根ざし、家庭や地域と連携して豊かな心を

はぐくむ教育活動の創造と推進を図る。

児童生徒の分かる喜びや個性の伸長を重視した指

導計画の改善・充実を図る。

学習意欲の向上や個に応じたきめ細かな指導を重

視した指導方法の改善・充実を図る。

課題意識をもって自ら学び、仲間と共に高め合う

学習過程の改善・充実を図る。

(4) 分科会のご案内
10月16日（金）の午前中に分科会を予定しております。お申し込みはＰ５～Ｐ１６の『公

開授業会場および分科会会場』の『研究主題』の欄をご参照いただき、様式1の『参加申込
書』の分科会『申込記号』欄にアルファベットAからＬをご記入ください。申し込み先着順
に受け付けさせていただきますが、会場の受け入れ人数に限りがありますので、第2希望を
ご案内させていただくこともございます。予めご了承ください。

①

②

③

④

⑤

⑥ 桜の馬場城彩苑
２Ｆ多目的ホール

課題２

課題３

課題４

課題５

課題６

熊本市役所14F ホール

市民会館崇城大学ホール
２Ｆ大会議室

国際交流会館４Ｆ第３会議室

国際交流会館５Ｆ大広間Ａ・Ｂ

国際交流会館６Ｆホール

課題１
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《公開授業及び分科会一覧》

申込記号 公開授業会場・分科会会場 宿泊エリア 宿泊予定施設

Ａ 中原小学校 瀬の本 三愛高原ホテル

Ｂ 波野小学校 阿蘇 阿蘇の司ﾋﾞﾗﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ

Ｃ 波野中学校

Ｄ 両併小学校 南阿蘇 山口旅館・ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｱ南阿蘇

Ｅ 蘇陽小学校 山都町 通潤山荘・そよかぜパーク

Ｆ 泉小学校・泉中学校 八代 ﾙｰﾄｲﾝ八代・八代ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ

Ｇ 五木東小学校 人吉 ホテルサン人吉

Ｈ 五木中学校

Ｉ 万江小学校 人吉 華の荘

Ｊ 大野小学校 芦北 野坂屋旅館・ﾎﾃﾙＡＺ熊本芦北店

Ｋ 維和小学校 大矢野 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ天草・亀屋ﾎﾃﾙ華椿・

Ｌ 維和中学校 小松屋渚館

※ 分科会をご指定いただく際、分科会前泊及び大会専用バスの申し込みも併せてお願いいた
します。大会専用バスは宿泊申込者を優先させていただきます。
様式1の『参加申込書』の『前泊』欄に希望宿泊記号を、また『大会専用バス』欄に○をご記
入ください。不要の場合は空欄にせず、×をご記入ください。分科会及び宿泊・輸送バスの
詳細内容はＰ２２～Ｐ２６をご参照ください。
注1) 申し込み先着順に受け付けさせていただきますが、各施設の部屋数は限りがあります。

満室の場合は他の宿泊施設にご案内させていただきます。予めご了承ください。
注2) 分科会用の宿泊施設はほとんどが和室の旅館タイプであり２名以上の予約となり１名

申込の場合は、基本は相部屋利用となります。
注3) 輸送バスに関しては、分科会の費用格差を少なくするために一律料金とさせていただ

いております。なお、一部の特定区間では宿泊施設の送迎車を利用する場合もございま
す。予めご了承ください。

※ 参加分科会については、実行委員会の指示に従って下さい。

● 分科会会場への行動行程及び料金等のご案内

会場校(Ａ) 中原小学校 〒869-2404 住所：阿蘇郡南小国町中原2469番地 TEL0967-42-0044

日程 10月15日 16:00 18:00

城彩苑（バス駐車場）・・・・・瀬の本高原

10月16日 8:00 8:40

宿泊施設・・・・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 15:00/15:10 16:00

分科会会場・・・・・熊本空港・・・・・熊本駅

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 三愛高原ホテル 別紙参照 和室利用 1～5名 1泊朝食でも対応可能

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】
大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時
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間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。

大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前

申し込みを強くお勧めいたします。

会場校(B) 波野小学校 〒869-2806 住所：阿蘇市波野大字波野3742-1番地 TEL0967-24-2032

会場校(C) 波野中学校 〒869-2806 住所：阿蘇市波野大字波野3748 TEL0967-24-2031

日程 10月15日 16:30 18:00

城彩苑（バス駐車場）・・・・・阿蘇宿泊施設

10月16日 8:10 8:40

宿泊施設・・・・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 14:50/15:00 15:50

分科会会場・・・・・熊本空港・・・・・熊本駅

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 阿蘇の司ﾋﾞﾗﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ 別紙参照 和室・洋室利用1～5名 1泊朝食でも対応可能

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】

大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時

間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。

大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前

申し込みを強くお勧めいたします。

会場校(Ｄ) 両併小学校 〒869-1503 住所：南阿蘇村大字両併995 TEL0967-62-0126

日程 10月15日 16:15 17:30～18:00

城彩苑（バス駐車場）・・・・・垂玉温泉・南阿蘇宿泊施設

10月16日 7:50 8:15/8:20

山口旅館・・ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｱ南阿蘇・・

8:40

/・・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 14:20/14:30 15:20

分科会会場・・・・・熊本空港・・・・・熊本駅

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 山口旅館 別紙参照 和室利用 2～5名 1泊２食のみ

ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｱ南阿蘇 和室利用 2～4名 1泊２食のみ

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】

大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時

間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。

大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前

申し込みを強くお勧めいたします。
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会場校(Ｅ) 蘇陽小学校 〒861-3923 住所：上益城郡山都町柏981-3番地 TEL0967-85-0200

日程 10月15日 16:00 17:20～18:00

城彩苑（バス駐車場）・・・・・山都町宿泊施設

10月16日 7:50 8:30/8:35

通潤山荘・・そよかぜパーク/

8:40

/・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 14:50/15:00 15:50

分科会会場・・・・・熊本空港・・・・・熊本駅

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 通潤山荘 別紙参照 和室利用 2～5名 1泊朝食でも対応可能

そよかぜパーク 和室･洋室等 1～5名 1泊朝食でも対応可能

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】

大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時

間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。

大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前申

し込みを強くお勧めいたします。

会場校(Ｆ) 泉小学校･泉中学校 〒869-4401 住所：八代市泉町柿迫1111 TEL0965-67-2311

日程 10月15日 16:30 17:40～17:45

城彩苑（バス駐車場）・・・・・八代宿泊施設

10月16日 7:40 7:45/7:50

ﾙｰﾄｲﾝ八代・・八代ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ・・/

8:40

/・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 14:20/14:30 15:20

分科会会場・・・・・新八代駅・・・・・熊本空港

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 八代ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 別紙参照 洋室利用 1～2名 1泊朝食でも対応可能

ﾙｰﾄｲﾝ八代 洋室利用 1名 1泊朝食でも対応可能

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】

大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時

間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。

大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前

申し込みを強くお勧めいたします。
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会場校(Ｇ) 五木東小学校 〒868-0201 住所：球磨郡五木村甲3374-51 TEL0966-37-2009

会場校(Ｈ) 五木中学校 〒868-0201 住所：球磨郡五木村甲2913-1 TEL0966-37-2830

日程 10月15日 16:30 18:00

城彩苑（バス駐車場）・・・・・人吉宿泊施設

10月16日 7:45 8:40

宿泊施設・・・・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 14:50/15:00 15:50

分科会会場・・・・・新八代駅・・・・・熊本空港

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 ホテルサン人吉 別紙参照 洋室利用 1～3名 1泊朝食でも対応可能

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】

大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時

間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。

大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前

申し込みを強くお勧めいたします。

会場校(Ｉ) 万江小学校 〒868-0091 住所：球磨郡山江村万江甲931番地 TEL0966-23-5691

日程 10月15日 16:30 18:00

城彩苑（バス駐車場）・・・・・人吉宿泊施設

10月16日 8:20 8:40

宿泊施設・・・・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 14:20/14:30 15:20

分科会会場・・・・・新八代駅・・・・・熊本空港

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 華の荘 別紙参照 洋室・和室利用1～3名 1泊朝食でも対応可能

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】

大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時

間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。

大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前

申し込みを強くお勧めいたします。
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会場校(Ｊ) 大野小学校 〒869-6306 住所：葦北郡芦北町大字市野瀬1119 TEL0966-84-0230

日程 10月15日 16:30 17:50～18:00

城彩苑（バス駐車場）・・・・・芦北宿泊施設

10月16日 8:05 8:15/8:20

ホテルAZ熊本芦北店・・野坂屋旅館・・/

8:40

/・・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 14:20/14:30 15:20

分科会会場・・・・・新八代駅・・・・・熊本空港

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 野坂屋旅館 別紙参照 和室利用 1～4名 1泊朝食でも対応可能
ﾎﾃﾙＡＺ熊本芦北店 洋室利用 1名 1泊朝食でも対応可能

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】
大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時

間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。
大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前

申し込みを強くお勧めいたします。

会場校(K) 維和小学校 〒869-3604 住所：上天草市大矢野町維和1680 TEL0964-58-0025

会場校(L) 維和中学校 〒869-3604 住所：上天草市大矢野町維和1757 TEL0964-58-0009

日程 10月15日 16:00 17:45～18:00

城彩苑（バス駐車場）・・・・・大矢野宿泊施設

10月16日 8:05 8:10/8:15 8:20/8:25

亀屋ﾎﾃﾙ華椿・・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ天草・・小松屋渚館・/

8:40

/・・分科会会場（公開授業・研究発表・昼食）

13:30 15:30/15:40 16:30

分科会会場・・・・・熊本駅・・・・・熊本空港

申込記号 宿泊施設名 1泊2食料金 基本部屋/定員 備考

別紙参照 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ天草 別紙参照 洋室利用 1名 素泊まりのみ（道向いにコンビニ）

亀屋ﾎﾃﾙ華椿 和室利用1～5名 1泊朝食でも対応可能

小松屋渚館 和室利用1～4名 1泊朝食でも対応可能

料金 ■宿泊代金はお一人様あたりの料金となります。（税金・サービス料込）

■10月15日、10月16日の昼食弁当：両日各１，０００円（税込・お茶付）

■大会専用バス：４，０００円

【注意事項】
大会1日目（10月15日）は、各分散会場にてお弁当をお召し上がりいただきます。昼食の時

間も限られておりますので、お弁当の事前申し込みをお勧めいたします。
大会2日目はほとんどの会場校の周辺には食事施設やコンビニはありません。お弁当の事前申
し込みを強くお勧めいたします。



様式１（複写可）第６4回全国へき地教育研究大会熊本大会参加・宿泊・交流会・分散会・分科会・専用バス・弁当申込書

□私は旅行手配のために必要な範囲内での運送・宿泊期間・保険会社等へ個人情報提供について同意の上、下記旅行に申し込みます。
ふりがな

受付番号
所属先〒 男女 生年月日

TEL
FAX
email ※枠内は弊社で利用しますので、記載しないでください

※1案内書面は所属(勤務)先に送付いたしますが、送付先住所が異なるばあいはその住所をご記入下さい。
※2宿泊施設で同室希望者がおられる場合は、下記の表の”その他”の項目に希望者の所属先と氏名を記入下さい。

昼食
弁当 (分科会前日)

申込番号 10月15日(木) 申込番号
マイカー

7-S１ \

13-S１ \
\ \

第1希望 マイカー

円
第2希望(申込番号) 第2希望

円 \ \

銀行 支店

金庫 本店

組合

フリガナ

※同じ分科会を希望する他の参加者や、既に分散会・分科会での役が決定している方（県連会長、指導助言者、司会者、運営責任者等）については、こちらにその旨を記入して下さい。

\

(申込日)　　　　　　　 月　　　　　　日
(変更/取消日)     　 月　　　　　　日

\

第2希望(申込番号と金額)

第1希望(申込番号と金額)

第2希望(申込番号と金額)

〇

\\

第1希望

第2希望

宿泊
分散会

第1希望(申込番号と金額)

第2希望(申込番号と金額)

口座名義

その他

お客様振替口座名(旅行代金返金時に使用致します)

銀行名

口座番号普通・当座

記入欄

\

第1希望(申込番号) 第1希望

第2希望

第1希望(申込番号と金額)

第1希望
D

第2希望
H

〇 〇
×記入例 〇

\

〇 ②

⑤

第1希望(申込番号)
１－S1

第2希望(申込番号)
2-S１

第1希望料金 \

その他

変更受付日

項目 参加 交流会
大会専用バス

10/15(木)～10/16(金)

宿泊 昼食

10月14日(水)
(大会前日)

分科会

10月15日(木)
(弁当)

10月1６日(金)

氏名
申込受付日

都道
府県

所属先
(学校名)

職名

所属(勤務)先
住所

大会での役割

≪費用振込先≫

銀行名：みずほ銀行

支店名：十五号支店

口座番号：

口座名義：株式会社日本旅行

≪申込書送付先・問合せ先≫

〒860‐0807 熊本市中央区下通1‐7‐18
株式会社日本旅行 熊本支店

TEL:096‐354‐4488 FAX:096‐322‐7453
営業時間：平日10:00～18：00(土日祝日は休業)

担当：竹内



様式２（複写可）
大会参加者・市町村教育委員会・教育事務所・都道府県教育委員会用

第６４回 全 国 へ き 地 教 育 研 究 大 会 熊 本 大 会
第６１回 九州地区へき地・小規模校教育研究大会熊本大会
第６０回 熊本県小中学校へき地・小規模校教育研究大会

参加とりまとめ用紙

分 散 会 分 科 会
№ 名 前 職 名 所 属 名

第１希望 第２希望 第１希望 第２希望

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20





全体会、分散会、分科会会場図

問い合わせ

第６４回全国へき地教育研究大会熊本大会実行委員会事務局
〒869-5174 熊本県八代市二見下大野町２２５８番地１

八代市立二見小学校 校長 内田 正紀
ＴＥＬ 0965-38ｰ9339
ＦＡＸ 0965-46ｰ7012
Ｅ-mail es-futami@yatsushiro.jp

（福岡県）

Ａ中原小

南小国町

阿 蘇 市 Ｂ波野小

Ｃ波野中

南阿蘇村

熊本市
Ｄ両併小

山都町 Ｅ蘇陽小

上
天
草
市

八代市 Ｆ泉小・泉中

五木村 Ｇ五木東小
Ｈ五木中

山江村 Ｉ万江小芦北町

Ｊ大野小

（大分県）

（宮崎県）

（鹿児島県）

Ｋ維和小

Ｌ維和中

１０月１５日(木)

全体会会場

市民会館崇城大学ホール

（熊本市民会館）

分散会会場

熊本市役所

市民会館崇城大学ホール

（熊本市民会館）

国際交流会館

桜の馬場 城彩苑
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